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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜患者様連絡事項＞

・清川　厚子様～個別の日課表を作り直しています。明日から実施となりますので、

　　　　　　　　各勤務帯で確認するようお願いします。

・板橋　雅勝様～本日お母様が面会に来られ、先日本人が「家族に退院してほしくないような事を言われた」と話された事に関して確認しています。

そういう事は話していないとの事です。物事を決める時には、電話でも連絡する様に話しているそうです。今回のお盆外出は本人の強い拒否もあり、お盆過ぎてから外出する予定となりました。現在、個別疾病教室を行っていますが最近体調不良を訴え行えていませんでした。今後も自分の病気について理解して頂くために疾病教室参加の声掛けしていきましょう。

・伊藤　雄一様～買い物の曜日を金曜日と決めています。付き添ったスタッフは、

買い過ぎなどは無いか注意して介入して行きましょう。

・蛯名　勝幸様～本日朝食時に冬瓜が食べれない、キュウリ禁の方のように、他の

物を準備して欲しいと話される事がありました。次回の診察時に

主治医に話して頂き、食事変更をして貰えるか確認しましょう。

・滝澤　久江様～本日ご家族の面会があり、お盆外出泊について確認しています。

　　　　　　　　お盆中は忙しい為出来ないとの事です。お盆過ぎにランチ外出を

　　　　　　　　予定し、日にちが決まり次第連絡をくれるとの事です。

　　　　　　　　また、火曜日と木曜日に妹様の所に電話して、掛け方の練習をし

ていますが、1回で繋がらない時は居ない時なので、何回も電話し

なくてもいいとの事です。繋がらない時は付き添ったスタッフと

その場でロールプレイなどをして、会話の練習をしていきましょう。

＜レストラン誘導・食事介入の観察検討＞

レストラン移動時…①階段昇降あるため、歩行状態に気をつける。

　　　　　　　　　②急ぎ足で向かう患者様がいるため、患者同士の接触による転倒に気をつける。

食事観察…①配膳時の食事の盛り方を観察。

　　　　　　（特別食が準備されている患者様は間違いが無いかをみる）

　　　　　　　

②患者様個々の食べ方をみる。

　（早食いによる窒息はないか、嗜好の有無に関しても重要な情報である。

　・食事摂取時間について

③幻聴妄想に左右されている状況は無いか

· 独語が激しい

· 幻聴、妄想により食べるもの、食べないものがある。

（好き嫌いがあるということではない）

　　　　　　　　　④残食状況

· いつも同じものをのこしていないか？

· 決められた栄養量を摂取できているか

　　　　　　　　　⑤片付けの状況

· 食器洗い機に投げるようにしていないか

· 使用後のテーブルを拭いているか

（社会生活における共用施設使用に関するマナーの問題）

※特別食の患者様で、間違って他の患者様の食事を持っていくという事がありまし

た。慌てずに名前もきちんと確認するよう介入しましょう。

＜疾病教室スケジュール＞

・8月10日より疾病教室が始まり、各担当スタッフが実施する事になります。

　対象は統合失調症の患者様です。疾病教室導入モジュールにて、評価基準を参考にして行います。12日位までに理解出来ているかモジュール評価し、終了後はカンファレンスで評価していきます。各担当でモジュールに沿って行い、社会資源については、必要な患者様をピックアップして実施していきます。

　・8月実施者

　　小坂　君子様（ステップ）・・・松橋Ns

　　法霊崎　恵子様（基礎）・・・中野Ns

　　大上　なみ様（基礎）・・・岩藤Ns

　　三上　勇様（基礎）・・・滝田　Ns

　　山火　るい子様（基礎）・・・小泉MNs

　　十日市　利喜様（基礎）・・・本川Ns

※詳しくは企画書がありますので、確認して下さい。

＜日常生活支援導入について＞

・9月より日常生活支援導入し、能力評価表に記入していきます。

評価について、毎月、1週目～洗濯、保清

　　　　　　　　　　2週目～身辺整理、金銭管理

　　　　　　　　　　3週目～危険物の取り扱い、社会資源の活用

　　　　　　　　　　4週目～対人交流、余暇の過ごし方

上記を中心に、毎週木曜日リハビリテーションプログラム担当者が介入し、評価記入していきます。評価表の部分には、情報収集し一週間毎に受け持ち担当スタッフが評価記入します。年間評価表についての評価表は点数化して総括し、長期的にみて改善出来ているか確認し、カンファレンスで評価していきます。

　各スタッフは、日常生活支援企画書を確認し把握しておいて下さい。

　※患者様への説明は、8/10（月）・8/17（月）のナイトプログラムにて準夜スタッフより説明していきます。

















































